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概要

　近年の経済価値べ一スのリスク管理をめぐる議論の進展とともに保険金杜の内部モデル

の重要性が認識されるようになってきている。本稿ではEU－CROフォーラムに参加する欧

州の13の保険会社・グループを対象に2005年に実施された内部モデルの調査結果と調査

担当者の意見を紹介し、日本へのインプリケーションを視野に入れた論評を加える。
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